
 

 

 

 

 

 

・河辺地域ブロック協議会においては、岩見三内小・中の統合の 

方向性について、令和５年６月に協議を再開しております。 

・令和６年７月４日、河辺総合福祉交流センターにおいて開催 

した、第７回河辺地域ブロック協議会では、児童生徒数の将 

来推計や地域、保護者の意見を踏まえ、協議を行いました。 
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※地域協議等で提示した資料は、市のホームページで公開しています。 
【広報 ID：1021066】  

＜議題＞

第７回河辺地域ブロック協議会 [７月４日（木）開催] 

・河辺地域における学校統合の方向性について 

・その他 

 

★ 今回の協議内容や教育委員会が示した児童生徒数の将来推計などの資料を踏まえ、各所属

団体で情報共有するとともに意見集約し、次回以降、引き続き協議する。 

今回の協議で確認した事項 

＜協議の中で出された主な意見等＞

○岩見三内地区の意見は、これまでと変わ

らず地域に学校を残してほしいと伺って

いるが、保護者の意見をとりまとめ地域

に説明していかなければ、協議が前に進

まないと思う。 

○保護者として、学年に１人、２人しかいな

い岩見三内小学校に通学するのは現実的

ではなく、子どもには適正規模における教

育環境が必要であると考えている。 

 

○検討を進めるためには、地域での話し合

いの場が必要であり、子どもたちのこと

を第一に考えると、もう少し地域の方々

にも現状を伝え、意見を集約していくべ

きである。 

○岩見三内小中ＰＴＡで昨年度実施したア

ンケートでは、統合への賛成と反対が

半々に分かれており、学校を残してほし

いとの意見があることから、結論を出す

には時間が必要である。 


